保育への企業参入を考える市民フォーラム　アピール
　今、名古屋市には１２７５名（４月時点）にものぼる待機児童がおり、さらにこれ以上の潜在需要があることは明白です。待機児童解消は、経済状況の急激な悪化により「今すぐ子どもを保育所に入れて働かないと、生活ができない」そんな親の悲鳴が聞こえてくる待ったなしの課題です。
名古屋市は公立保育園の定員枠拡大や、緊急的な民間保育所の増設を行ってきました。それでも解決には及んでいません。市は「保育施策検討会議」を立ち上げ、スピード感を持った待機児童解消を名目に、企業参入の検討を始めました。
多くの市民・親・保育関係者は不安を感じ、企業参入反対の声を上げています。「名古屋市民間保育園連盟」も保育の質を守るため、新園建設や枠拡大などを示しています。そして、ついに「これだけの反対・不安の声がある中、待機児解消のために企業参入を認めることが必要だとは言えない」とまとめられました。社会福祉法人などによる待機児解消が前提であること。その結果を見たうえで、企業参入については、名古屋市が責任をもって判断をしていくこと。が結論です。
「保育に企業はなじまない」ことは明白です。企業は利潤追求がその社会的使命です。保育とは、子どもたちの健やかな成長・発達を保障し、子育てする親を支えることです。決して「顧客満足度アップ」が目的になってはいけません。保育を「商品」にしてはいけない！
　保育は福祉です。児童福祉法第24条に「市町村は（中略）保育に欠ける乳児、幼児を保育所において保育をしなければならない」と明記されている通り、自治体には子どもを保育する責任があります。
名古屋市が、その責任とスピード感を持った待機児童解消を実現するのは「今」です！

公的責任において公民の認可保育所をつくり待機児童解消を！

公立保育所の廃止・民営化の凍結！

今すぐ取り組めることはたくさんあります。 
名古屋市では、これまで「保育に企業はなじまない」という一貫した理念の下、認可保育所への企業参入を許してきませんでした。そのすばらしい名古屋の保育をこれからも守り発展させていきましょう！
今日この場に集った私たちは、名古屋市に対して、今後も保育への企業参入を認めず公民の認可保育所で、待機児童解消をしていくことを求めます。
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